
平成２４年２月１３日 

 

報道関係各位 

医 療 法 人 鉄 蕉 会 

                        東 京 建 物 株 式 会 社 
 

（仮称）京橋３－１プロジェクト 
 

｢(仮称)亀田京橋クリニック｣開設 
 

 医療法人鉄蕉会が亀田メディカルセンターのサテライトクリニックを開設 

 

医療法人鉄蕉会と東京建物株式会社は、開発事業主６社（※１）並びにプロジェクトマネジメント業

務を受託している東京建物株式会社（以下、総称して開発者）が東京都中央区京橋三丁目１、２番街

区で事業を進めている大規模複合ビル「(仮称)京橋３-１プロジェクト」（２０１３年３月竣工予定）にお

いて、２０１３年春に「（仮称）亀田京橋クリニック」を開設する事に合意いたしました。 

※１：京橋開発特定目的会社、第一生命保険株式会社、片倉工業株式会社、清水地所株式会社、    

京橋三丁目特定目的会社、ジェイアンドエス保険サービス株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜京橋３－１プロジェクトの位置付け＞ 

本プロジェクトの計画地は、都市再生特別措置法にもとづく都市再生緊急整備地域〈日本橋・八

重洲・銀座〉に属しています。開発者は、本地域における都市再生の趣旨を踏まえ、環境に配慮し

たビジネス拠点の構築を図り、都市再生における環境改善と東京の都市環境の向上を目指してい

ます。同時に、国際都市東京の新たな顔として、東京駅前の日本橋・八重洲・京橋エリア（以下、

日八京エリア）の更なる発展に寄与するべく本ビルの開発を推進し、平成２２年３月に都市計画決定

を受けています。 

また、日八京エリアは総合特別区域法に基づく国際戦略総合特区（「アジアヘッドクォーター 

特区」）でもあり、多くの外資系企業を誘致し、東京の国際競争力強化を担うエリアとして位置づ

けられています。 

開発者は、これら都市計画提案および総合特区の趣旨を踏まえて当エリアにおけるハード・ソ

フト両面の整備を進めており、外資系企業の誘致や外国人来訪者の増加に資する施設として、国

際医療サービスを提供する（仮称）亀田京橋クリニックを本ビル内に開設するものです。 

  

 

ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ 

 

京橋３－１プロジェクト 

完成予想図 



＜医療施設の概要＞ 

（仮称）亀田京橋クリニックでは、ＭＲＩ（磁気共鳴画像装置）やＣＴ（コンピューター断層撮

影装置）、マンモグラフィー（乳房Ｘ線検査装置）など最新鋭の機器を揃え、各科専門医の診断の

もと、皆様が安心して受診できる医療サービスの提供を行います。 

  本ビルならびに周辺就業者や近隣居住者への日常の医療提供はもちろん、千葉県鴨川市の亀田

メディカルセンター（※２）で手術を受けた方などのフォローアップのための外来や、乳腺科や婦人

科などの女性外来、その他各種の専門性を追求した外来を設置する予定です。また、がん・心臓

病・脳卒中をはじめとした生活習慣病の早期発見のための検査を行う人間ドックコースも設けます。 

 さらに、国際都市東京に相応しく、外国人が安心して受診できる医療サービスの提供にも努め

ます。 

亀田メディカルセンターでのＪｏｉｎｔ Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ（ＪＣＩ）認定取得の経験を生

かし、医療の品質をグローバルな視点で継続的に向上できるよう取り組み、当クリニックでもＪ

ＣＩの認定取得を目指します。 

  １．施設名称 

（仮称）医療法人鉄蕉会 亀田京橋クリニック 

２．開設位置、面積 

（仮称）京橋３－１プロジェクト ４階・２階 約１，３５０㎡（約４１０坪） 

  ３．診療所および医療サービス概要 

○一般外来   

○各種専門外来   

○人間ドック 

 

※２：急性期高度医療を行う亀田総合病院(９２５床、院長：亀田信介)を中心に、外来専門施設の亀田

クリニック(１９床、院長：亀田省吾)、回復期リハビリを担う亀田リハビリテーション病院(５６

床、院長：井合茂夫)などを合わせて亀田メディカルセンター（http://www.kameda.com/）と

総称 

 

【（仮称）京橋３－１プロジェクト計画地】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜医療法人鉄蕉会について＞ 

  医療法人鉄蕉会(理事長：亀田隆明)は、江戸時代寛永年間から約３７０年の歴史を持ち、民間で

は初の第三次救命救急センターや総合周産期センターなどを持つ千葉県南部の基幹医療機関と

しての役割を担っています。 

  １９９５年から国内のみならず、世界に先駆けて独自に開発した電子カルテシステムを本格稼動

させた実績を持ち、とりわけ医療における徹底した情報活用を推進する国内でも稀な存在として

知られています。 

  最先端の急性期高度医療の提供に力を注ぐ一方、診療部門も含めた医療サービス全般にわたる 

ＩＳＯ９００１の認証取得や、２００９年８月には医療の品質改善において世界的リーダーであるＪＣＩ

から日本初の認定を受けるなど、医療の質の継続的な向上に取り組んでいます。 

  ２００５年４月に開設した亀田総合病院の病棟｢Ｋタワー｣は、全室個室のオーシャンビューで、集

中治療室も含め２４時間面会可能なセキュリティシステムの導入や、患者自身のカルテをはじめ、

さまざまな医療情報を閲覧できるベッドサイドＰＣの標準装備など、多様な独自の取り組みを行

う医療機関として、全国から注目を集めています。 

 

 

＜京橋３－１プロジェクト概要＞ 

【主な特徴】 

１．最先端の大規模オフィスと多様な都市機能の集積 

○大企業の本社利用等を想定し、東京駅周辺エリアで最大級となる約３，４００㎡(約１，０００坪)   

超の基準階専有面積となるオフィス（７階～２４階）を計画 

○地下１階～地上３階に商業施設、３～５階に医療施設、子育て支援施設、カンファレンス施設等   

の多様な都市機能を導入し、ビジネス利用者・一般利用者を問わず多面的にサポート 

 

２．次世代を見据えた多面的な環境対策の取組 

○新たな環境配慮型の複合ビルとして、太陽光発電や高効率熱源機器などの最先端の省ＣＯ2 技   

術の導入や建物外装における日射を遮る大庇の設置などを実施し、ＣＡＳＢＥＥ（2010 年度版）   

のＳランクに相当 

○約３，０００㎡に及ぶ重層的緑化空間「(仮称)京橋の丘」など、低層部に緑豊かなオープンスペ   

ースを創出し、ビル利用者・来街者に憩いの場を提供するとともに、ヒートアイランド対策に寄与   

する都心のクールスポットを形成 

○本ビル６階には周辺地域のＣＯ2 削減などに取り組む｢(仮称)京橋環境ステーション｣を設置し、

ビルそのものにとどまらない広域的な環境改善に取組み、省エネタウンの推進に寄与 

○様々な環境に対する取組みが評価され、国土交通省の実施する『平成２２年度（第 1 回）住宅・

建築物省ＣＯ2 先導事業』に選定。特に「(仮称)京橋環境ステーション」によるエリアエネルギー

マネジメントは先進性の試みとして高評価 

 

３．街区再編による都市基盤施設と京橋駅前拠点の整備 

○街区再編によって二つの街区を統合することで、貫通通路や歩道状空地などのオープンスペー 

スを整備し、賑わいのある歩行者空間を創出 

○地下鉄「京橋」駅のバリアフリー化を推進するとともに、本計画の地下１階に「京橋」駅に直結し

た地下駅前広場を整備し、緑地や商業施設による潤いと賑わいを演出 

○これらの公共施設整備を含めた本プロジェクトの公共性が評価され、国土交通省の『民間都市      

再生事業計画』の認定を取得 

 

 

 

 

 

 

 



 

【計画概要】 

計画地 東京都中央区京橋三丁目１番１ほか 

用途 事務所・店舗・交流施設・医療施設・子育て支援施設・駐車場等 

敷地面積 約８，１３０㎡ 

容積率 １２９０％ 

延床面積 約１１７，０００㎡ 

階数 地上２４階地下４階 

最高高さ 約１２５ｍ 

都市計画・基本設計・

設計監修 
日建設計・日本設計共同企業体 

実施設計・監理 清水・大成（仮称）京橋３－１プロジェクト設計監理共同企業体 

施工 清水・大成（仮称）京橋３－１プロジェクト新築工事共同企業体 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 東京建物株式会社 

着工 平成２２年９月末  

竣工 平成２５年３月（予定） 

    

 

【事業の経緯】 

  平成21年 10月  都市計画提案 都市再生特別地区（京橋三丁目１地区） 

  平成22年 2月  東京都 都市計画審議会付議 

  平成22年 3月  東京都 都市計画決定告示 

  平成22年 4月  中央区 道路区域変更等告示（計画地内の区道付替） 

  平成22年 7月  国土交通省 民間都市再生事業計画認定 

           平成22年度（第1回）住宅・建築物省CO2先導事業の採択 

  平成22年 9月    着工 

 

以 上 

 

 
 
 
 

 

 

 

 


